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P ２　

平成23年 皐月

５

つくばみらい広
報

5月１日現在人口・世帯数（前月比）　
総人口45,663人（＋52）　男22,898人（＋28）　女22,765人（＋24）・世帯数16,532世帯（＋54）

No.62

●主な内容●主な内容
P10　お知らせ情報　

P14　じゃがいも掘り大会について

P15　図書館だより

P16　保健だより　　　

P20　スポーツの楽しさ、再発見！　

P２　みらい平地区内公園名称決定　

P４　消防団協力事業所を認定　

P６　子ども手当について　

P７　児童扶養手当について

P９　市内の出来事　　

　

　　登下校時の交通事故を未然に防ごうと、小登下校時の交通事故を未然に防ごうと、小

張小学校（張小学校（直直
な お いな お い

井井修修
しゅうぞうしゅうぞう

三三校長）で交通安全教室が校長）で交通安全教室が

開催されました。開催されました。

　４月27日には、１・２年生が常総警察署員　４月27日には、１・２年生が常総警察署員

の方から横断歩道の渡り方の指導を受け、一の方から横断歩道の渡り方の指導を受け、一

人ひとり真剣な表情で取り組みました。人ひとり真剣な表情で取り組みました。

交通安全教室開催交通安全教室開催



みらい平地区内
　　　　公園名称決定

《みらい平地区内公園配置図》

みらい平駅みらい平駅

みらい平さくら公園みらい平さくら公園

すこやか公園すこやか公園

くわがた公園くわがた公園

みらいの森公園 てんとうむし公園

とんぼ公園

かたつむり公園

みらい平どんぐり公園

ぼくのひらめき

わたしの想い

　

市
で
は
、
み
ら
い
平
地
区
内
公
園

名
称
を
昨
年
11
月
22
日
か
ら
１
月
31

日
ま
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
３
０
５

件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
多
数
の

応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

２
月
21
日
の
公
園
名
称
選
定
委
員

会
に
お
い
て
、
皆
さ
ん
の
意
見
や
各

公
園
の
遊
具
の
形
・
コ
ン
セ
プ
ト
な

ど
を
考
慮
し
、
14
カ
所
す
べ
て
の
公

園
の
名
称
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
名
称
で

呼
ん
で
い
た
だ
き
、
親
し
み
を
持
っ

て
、
公
園
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
き
れ
い
な
公

園
を
長
く
維
持
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▷
公
園
名
称
選
定
委
員
会
の
様
子

　

  

谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
６
１
）

問

ほたる公園

かえる公園かえる公園

石の公園石の公園

きょうりゅう公園

ちょうちょう公園

なかよし公園なかよし公園
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《南地先》

《田村～西楢戸地先》 《東楢戸地先》

《谷口～小張地先》 《板橋地先》

至　福岡小学校
至　

谷
和
原
第
一
保
育
所

●阿夫利神社

●市城山運動公園

通行止区間
台通用水路

至　

谷
和
原
庁
舎

至　

つ
く
ば
市

中央農業総合研究センター
谷和原水田圃場

●

主要地方道つくば・野田線

●光明院

至　

田
村
地
区

通行止区間
台通用水路

主要地方道つくば・野田線
至　

谷
和
原
庁
舎

至　

み
ら
い
平
駅

至　

谷
和
原
イ
ン
タ
ー

●光明院

至　

谷
田
部
イ
ン
タ
ー

●東福寺

常磐自動車道

通行止区間
台通用水路

●

主要地方道野田・牛久線

●高雲寺

通行止区間
台通用水路 通行止区間

台通用水路

八坂神社

小張小学校
●

至　

Ｔ
Ｘ
守
谷
駅

至　

Ｔ
Ｘ

　
　

み
ら
い
平
駅

●
市総合運動
公園

板橋不動尊

主
要
地
方
道

　

取
手
・
つ
く
ば
線

●コンビニ

至　

伊
奈
庁
舎

●永寿院

●
至　

牛
久
市

至　

守
谷
市

つくばエクスプレス

《足高地先》

市道通行止めのお知らせ
　東日本大震災の影響で破損した市道の全面通
行止めを実施しています。期間については、復
旧工事の完了および安全が確認されるまでとな
ります。ご不便をおかけしますが、ご協力をお
願いします。問 谷和原庁舎建設課　☎58‐2111（内線8186）

●
東小学校

●
瑞源寺

至　

取
手
市

通行止区間
城中用水路

県道高岡藤代線
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伊
奈
庁
舎
総
務
課　

☎
58
‐

２
１
１
１
（
内
線
１
２
１
５
）

問

●
㈱
常
陽
銀
行

　

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会
づ

く
り
に
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と
の

願
い
と
、
児
童
一
人
ひ
と
り
の
防
犯

意
識
の
向
上
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

の
思
い
に
よ
り
、
市
内
小
学
校
（
小

張
小
・
豊
小
・
谷
井
田
小
・
三
島
小
・

板
橋
小
・
東
小
は
新
１
年
生
、
谷
原

小
・
十
和
小
・
福
岡
小
・
小
絹
小
は

新
４
年
生
）に
対
し
、「
防
犯
ブ
ザ
ー
」

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
行
か
ら
は
、
平
成
17
年
度
よ
り

毎
年
防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

●
や
わ
ら

　
　
　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

市
内
小
学
校
（
谷
原
小
・
十
和
小
・

福
岡
小
・
小
絹
小
）
の
新
１
年
生
に

対
し
、
防
犯
対
策
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
「
防
犯
ブ
ザ
ー
」
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
か
ら
は
、
平
成
12
年
度

よ
り
毎
年
新
1
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
茨
城
み
な
み

　
　
　
　

農
業
協
同
組
合

　

市
内
全
小
学
校
の
新
１
年
生
に

対
し
、「
交
通
安
全
帽
子
」
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
、
交
通
安
全
事
故
防

止
活
動
の
一
環
と
し
て
長
年
に
わ

た
っ
て
寄
贈
を
続
け
て
こ
ら
れ
て

い
ま
す
。

●
常
総
地
区

　
　
　

交
通
安
全
協
会

　

市
内
全
小
学
校
の
新
1
年
生
に

対
し
、「
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
」
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
、
交
通
安
全
事
故
防

止
活
動
の
一
環
と
し
て
長
年
に
わ

た
っ
て
寄
贈
を
続
け
て
こ
ら
れ
て

い
ま
す
。

●
こ
の
ほ
か
、
㈱
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
、
㈱
損
害
保
険

ジ
ャ
パ
ン
、
明
治
安
田
生
命
保
険
相

互
会
社
、
第
一
生
命
㈱
よ
り
、「
黄
色

い
ワ
ッ
ペ
ン
」
を
、
日
本
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
㈱
よ
り
「
防
犯
笛
」
を
、
市
内

小
学
校
の
新
一
年
生
に
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

防犯ブザー防犯ブザー
交通安全帽子交通安全帽子
ランドセルカバーランドセルカバー

防犯ブザー、交通安全
帽子、ランドセルカ
バーが、私たちを守っ
てくれます！

地
域
を
守
る
、
信
頼
の
企
業

消
防
団
協
力
事
業
所
を
認
定

　

現
在
、
消
防
団
員
の
多
く
は
被
雇

用
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、
消
防
団
の
活
性
化
の

た
め
に
は
、
被
雇
用
者
が
入
団
し
や

す
く
、
か
つ
消
防
団
員
と
し
て
活
動

し
や
す
い
活
動
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
事
業
所
の
消
防

団
活
動
へ
の
一
層
の
理
解
と
協
力
を

得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
つ
く
ば
み
ら
い

市
消
防
団
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い

る
事
業
所
を「
消
防
団
協
力
事
業
所
」

と
し
て
認
定
し
、
各
事
業
所
に
「
消

防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
」
を
交
付

し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
協
力
事
業
所
の
認
定
受

付
を
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

認定
番号

協力事業所名 住所 協力内容 認定年月日

１ ㈱新みらい 絹の台2‐2‐3 資機材の提供 平成23年３月1日

２ ㈱山田組 城中952
団員の協力
資機材の提供

平成23年３月1日

３ 原信田建設㈱ 板橋1783
団員の協力
資機材の提供

平成23年３月1日

４ ㈱赤塚土木興業 長渡呂252
団員の協力
資機材の提供

平成23年３月1日

５ 成建工業㈱ 板橋3022-7 資機材の提供 平成23年３月1日

６ 谷原建設㈱ 下長沼118-1 資機材の提供 平成23年３月1日

７ 塚本建設工業㈱ 東楢戸980-1
団員の協力
資機材の提供

平成23年３月1日

８ ㈱生空感 福岡1533-1 団員の協力 平成23年３月1日

９ ㈱誠勝 筒戸1987-11
団員の協力
資機材の提供

平成23年３月1日

10 常磐興業㈱ 筒戸3178 資機材の提供 平成23年３月25日

つくばみらい市消防団協力事業所認定事業所一覧
　

■
認
定
基
準

　

次
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
、
消
防

関
係
法
令
に
違
反
し
て
い
な
い
事
業

所
な
ど
が
基
準
と
な
り
ま
す
。

１
従
業
員
が
消
防
団
員
と
し
て
、
相

　

当
数
入
団
し
て
い
る

２
従
業
員
の
消
防
団
活
動
に
つ
い
て

　

積
極
的
に
配
慮
し
て
い
る

３
災
害
時
な
ど
に
資
機
材
等
を
消
防

　

団
に
提
供
す
る
な
ど
協
力
を
し
て

　

い
る

４
従
業
員
に
よ
る
機
能
別
消
防
分
団

　

な
ど
を
設
置
し
て
い
る

５
そ
の
他
消
防
団
活
動
に
協
力
す
る

　

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
消
防
防
災

　

体
制
の
充
実
強
化
に
寄
与
し
て
い

　

る
な
ど
、
市
長
が
特
に
優
良
と
認

　

め
る

▷
表
示
証
の
交
付
を
受
け
る
事
業
所
の

皆
さ
ん

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」



5 －平成23年５月19日発行－

【
や
わ
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
よ
り
】

　

や
わ
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
中な
か
む
ら村

実み
の
る

会
長
）
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
の

災
害
復
旧
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
20
万

円
が
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

【
や
わ
ら
ざ
つ
が
く
ク
ラ
ブ
様
よ
り
】

　

や
わ
ら
ざ
つ
が
く
ク
ラ
ブ
（
橋は

し
も
と本

薫か
お
る

代
表
）
よ
り
東
日
本
大
震
災
の

災
害
復
旧
に
役
立
て
て
欲
し
い
と

５
万
円
が
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

【
エ
コ
マ
ネ
ー
絆
様
よ
り
】

　

エ
コ
マ
ネ
ー
絆
（
柏
か
し
わ
く
ら倉
稔
み
の
る

代
表
）

【
水
海
道
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
よ
り
】

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
と
常
総
市
の
会

員
で
構
成
す
る
水
海
道
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
白し

ら
い井

豊
ゆ
た
か

会
長
）
よ
り

1
０
０
万
円
の
義
援
金
を
お
預
か
り

し
ま
し
た
。　

〜
日
本
赤
十
字
社
東
日
本
大
震
災
義
援
金
〜

義
援
金
を
お
預
か
り
し
ま
し
た

　

日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部
つ
く

ば
み
ら
い
市
地
区
で
は
、
東
日
本
大

震
災
の
義
援
金
の
受
付
を
行
っ
て
お

り
、
多
く
の
皆
様
か
ら
義
援
金
を
お

預
か
り
し
て
い
ま
す
。

　

お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
、
茨
城

県
支
部
に
送
金
し
、
各
地
区
の
被
災

者
の
方
へ
の
生
活
支
援
、
復
興
、
見

舞
金
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援

金
の
総
額
は
、
４
月
28
日
現
在

８
１
５
万
７
６
０
円
と
な
り
ま
し

た
。

【
株
式
会
社
ナ
ガ
タ
様
よ
り
】

　
「
被
災
地
の
復
興
・
被
災
者
の
救

済
に
協
力
し
た
い
」
と
永な
が
た田
紀の
り
ひ
で秀
取

締
役
会
長
よ
り
１
０
０
万
円
の
義
援

金
を
お
預
か
り
し
ま
し
た
。

【
4
月
19
日
送
金
分
】

　

54
万
３
１
１
２
円

【
４
月
28
日
送
金
分
】

　

３
０
４
万
７
２
０
０
円

　

義
援
金
の
受
付
は
、
引
き
続
き

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
受
付
場
所

　

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課

　

谷
和
原
庁
舎
会
計
課　

■
受
付
期
間
お
よ
び
時
間

　

９
月
30
日
㈮
ま
で
の
土
、
日
、
祝

　

日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　

５
時
15
分

■
受
付
方
法

　

①
義
援
金
を
受
付
場
所
に
お
持
ち

　

く
だ
さ
い
。

　

②
郵
便
局
窓
口
で
の
振
り
込
み

　

口
座
記
号
番
号　

０
０
１
４
０
‐

　

８
‐
５
０
７

　

口
座
記
入
者
名　

日
本
赤
十
字
社

　

東
日
本
大
震
災
義
援
金

　

・
郵
便
局
窓
口
で
受
け
取
っ
た
半

　

券
が
受
領
書
を
兼
ね
ま
す
。

　

・
振
込
手
数
料
は
免
除
さ
れ
ま
す

　

※
記
載
の
ほ
か
、
市
役
所
伊
奈
庁

　

舎
、
谷
和
原
庁
舎
に
義
援
金
箱
の

　

設
置
も
し
て
い
ま
す
。

よ
り
、
保
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
、
６
万
９
６
９
２
円
が
谷
和
原
第

一
・
第
二
保
育
所
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

  

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
５
２
）

問

多
く
の
皆
様
か
ら
善
意
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

被
災
者
の
生
活
再
建
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

住
居
や
仕
事
を
失
っ
た
方
の
た
め

に
、
仕
事
と
住
居
を
提
供
し
、
被
災

者
の
一
日
も
早
い
生
活
再
建
を
支
援

す
る
「
職
住
居
提
供
支
援
プ
ラ
ン
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
支
援
プ
ラ
ン
は
、
被
災
者
の

方
を
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
採
用
す
る

と
と
も
に
、
ア
パ
ー
ト
の
賃
料
お
よ

び
水
道
光
熱
費
、
生
活
関
連
用
品
を

市
が
負
担
し
、
生
計
を
立
て
な
が
ら

生
活
の
再
建
を
支
援
す
る
も
の
で
す

　

４
月
12
日
に
は
、
福
島
県
で
被
災

さ
れ
た
2
人
の
方
に
、
片
庭
市
長
か

ら
任
用
通
知
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
片
庭
市
長
は
「
つ
く
ば
み
ら
い

市
は
若
い
夫
婦
が
増
え
て
お
り
、
子

育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
所
な

の
で
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励

し
、
２
人
は
「
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔

で
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
け
る
よ

う
力
に
な
り
た
い
」「
学
校
で
学
ん

だ
事
を
生
か
し
、
子
ど
も
か
ら
も
保

護
者
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
責

任
を
も
っ
て
頑
張
り
た
い
」
と
そ
れ

ぞ
れ
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
5
月
に
は
も
う
一
人
の
方

を
採
用
す
る
予
定
で
す
。

。

。
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子
ど
も
手
当

　
　
　

ど
う
な
る
の
？

平
成
22
年
度
と
同
じ
内
容
で

６
カ
月
間
延
長
に
な
り
ま
し
た

　

市
で
は
、
事
故
・
疾
病
な
ど
に
よ

り
両
親
を
失
っ
た
、
ま
た
は
父
子
・

母
子
世
帯
と
な
っ
た
家
庭
の
児
童
を

監
護
・
養
育
す
る
方
に
対
し
、
児
童

１
人
に
つ
き
月
額
1
５
０
０
円
の
父

子
お
よ
び
母
子
家
庭
等
福
祉
金
を
支

給
し
ま
す
。
こ
の
手
当
は
申
請
し
な

け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
児
童
】

　

次
の
１
〜
５
に
当
て
は
ま
る
義
務

教
育
終
了
前
の
児
童

１
両
親
ま
た
は
そ
の
一
方
が
死
亡
し

　

た
児
童

　

平
成
23
年
度
の
子
ど
も
手
当
に
つ

い
て
は
、
平
成
22
年
度
に
お
け
る
子

ど
も
手
当
を
暫
定
的
に
6
カ
月
間
延

長
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
9
月
分
ま
で
0

歳
か
ら
中
学
校
修
了
ま
で
（
15
歳

到
達
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま

で
）
の
お
子
さ
ん
一
人
に
つ
き
月
額

1
３
０
０
０
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

6
月
の
現
況
届
の
提
出
は

　
　
　
　
　

必
要
あ
り
ま
せ
ん

　

10
月
以
降
の
子
ど
も
手
当
制
度
に

つ
い
て
は
、
今
後
検
討
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
暫
定
的

な
延
長
期
間
で
あ
る
平
成
23
年
6
月

に
限
り
、
毎
年
受
給
者
の
方
か
ら
提

出
い
た
だ
い
て
い
る
現
況
届
に
つ
い

て
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　

子
ど
も
手
当
の
請
求

　
　

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

　

出
生
や
転
入
に
よ
り
新
た
に
受
給

資
格
が
生
じ
た
と
き
や
、
す
で
に
子

ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
で
支

給
対
象
と
な
る
子
が
増
え
た
方
は
、

15
日
以
内
に
伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課

に
て
子
ど
も
手
当
の
請
求
手
続
き
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
に
つ
い
て
は
、
勤
務

先
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
子
ど
も
手
当
の
支
給
開
始
は
…

・
出
生
日
ま
た
は
転
入
日
か
ら
15
日

　

以
内
に
手
続
き
い
た
だ
い
た
場
合

　

…
出
生
月
の
翌
月
分
か
ら

※
届
出
日
か
ら
15
日
以
内
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
右
記
以
外
の
場
合
…
認
定
請
求
書

　

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
日
の
属

　

す
る
月
の
翌
月
分
か
ら

●
支
給
月
額

・
子
ど
も
1
人
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　

１
３
０
０
０
円

●
子
ど
も
手
当
認
定
請
求
に
必
要
な

も
の

・
印
鑑

・
請
求
者
名
義
の
金
融
機
関
口
座
の

　

わ
か
る
も
の
（
子
ど
も
手
当
を
振

　

り
込
み
ま
す
。
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は

　

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
）

・
請
求
者
が
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入

　

者
の
場
合
…
健
康
保
険
被
保
険
者

　

証
の
写
し

※
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
コ
ピ
ー

な
ど
の
添
付
書
類
は
、
後
日
提
出
し

て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
請
求

が
遅
れ
な
い
よ
う
、
ま
ず
は
児
童
福

祉
課
の
窓
口
で
認
定
請
求
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。

こんなときは 提出書類
出生などにより、新たに受給資格
が生じたとき

　認定請求書

出生などにより、子どもが増えた
とき

　額改定認定請求書
※生後翌月分から増額するため
には、必ず出生から15日以内に
手続きしてください。

他の市区町村へ住所が変わった
とき

○前の市区町村へ
　受給事由消滅届
○新しい市区町村へ
　認定請求書

年齢条件などにより、支給対象と
なる子どもが減ったときや、いな
くなったとき

　額改定届
（受給事由消滅届）

受給者が公務員になったとき

○市区町村へ
　受給事由消滅届
○勤務先へ

　認定請求書
同じ市区町村の中で住所が変わっ
たときや、養育している子どもの
住所が変わったとき

　住所変更届

受給者や、養育している子どもの
名前が変わったとき

　氏名変更届

子ども手当振込先の口座を変更
するとき
（お子さんや配偶者の口座への変
　更はできません）

　口座変更届
※変更を希望される方は、支払
予定日の１カ月前までには、手
続きください。

　

子
ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
右
表
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要

で
す
。こ
の
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
、

手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

２
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

３
両
親
ま
た
は
そ
の
一
方
が
重
度
障

　

が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

４
両
親
ま
た
は
そ
の
一
方
の
生
死
が

　

明
ら
か
で
な
い
児
童

５
そ
の
ほ
か
前
各
号
に
準
ず
る
状
態

　

に
あ
り
、
現
に
両
親
ま
た
は
そ
の

　

一
方
か
ら
監
護
を
受
け
る
こ
と
が

　

で
き
な
い
児
童
で
市
長
が
認
め
る
者

【
受
給
手
続
き
】

　
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
父
子
お
よ
び

母
子
家
庭
等
福
祉
金
申
請
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
給
者
名
義
の
金
融
機
関
口
座
が

必
要
と
な
り
ま
す
。（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

口
座
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
）

父
子
・
母
子
家
庭
等
福
祉
金

父
子
・
母
子
家
庭
等
福
祉
金
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児
童
扶
養
手
当
の

　

 
支
給
対
象
が
拡
大

障害基礎年金の子加算 児童扶養手当

一人目 18,916円 41,550円～ 9,810円

二人目 18,916円 5,000円

三人目以降 6,300円 3,000円

　

4
月
か
ら
「
障
害
年
金
加
算
改
善

法
」
が
施
行
さ
れ
、
障
害
基
礎
年
金

の
子
加
算
の
対
象
範
囲
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
児
童
扶
養

手
当
に
お
け
る
障
害
基
礎
年
金
の
子

加
算
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
児
童
が
障
害
基
礎

年
金
の
子
加
算
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
場
合
は
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対

象
外
で
し
た
が
、
4
月
か
ら
、
児
童

が
子
加
算
の
対
象
と
な
っ
て
い
て

も
、
児
童
扶
養
手
当
の
金
額
と
障
害

基
礎
年
金
の
子
加
算
と
で
金
額
の
高

い
方
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
児

童
扶
養
手
当
と
障
害
基
礎
年
金
の
子

加
算
と
で
受
給
選
択
可
能
と
な
っ
た

の
は
、
両
親
の
一
方
が
児
童
扶
養
手

当
法
施
行
令
で
定
め
る
障
が
い
の
状

態
に
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
配
偶

者
が
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に

該
当
す
る
場
合
で
す
。
母
子
世
帯
・

父
子
世
帯
の
方
は
、
児
童
扶
養
手
当

と
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
と
の
受

給
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
児
童
扶
養
手
当
は
所
得
制
限
が
あ
り
、

所
得
に
よ
り
手
当
額
が
変
わ
り
ま
す
。

※
児
童
が
複
数
い
る
場
合
は
、
児
童
ご

と
に
児
童
扶
養
手
当
額
と
障
害
基
礎
年

金
の
子
加
算
額
を
比
較
（
右
表
参
照
）

し
て
、
い
ず
れ
か
を
受
給
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

■
今
回
の
改
正
に
よ
り
4
月
分
か
ら

の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
8
月
31
日
㈬
ま
で
に
請
求
手

続
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

障害基礎年金の子加算と児童扶養手当の支給額
　　　　　　　　　　　　（平成23年度月額）

　　　　　　　所得制限限度額表

扶養
人数

受給資格者本人 《扶養義務者》

全部支給
所得制限額

一部支給
所得制限額

所得制限額

０人 19万円未満 192万円未満 236万円未満

１人 57万円未満 230万円未満  274万円未満

２人 95万円未満 268万円未満 312万円未満

３人 133万円未満 306万円未満 350万円未満

４人 171万円未満 344万円未満  388万円未満

５人 209万円未満 382万円未満 426万円未満

※所得の計算方法（課税台帳に基づき計算します）
所得額＝年間収入金額－必要経費（給与所得控除額な
　　　　ど）＋養育費の8割相当額－諸控除－8万円
　　　　（社会保険料相当額として一律8万円とします）

◆
支
給
要
件

　

次
の
①
〜
⑧
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
る
「
児
童
」
を
監
護
（
保
護
者

と
し
て
生
活
の
面
倒
を
見
る
こ
と
）

し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母

ま
た
は
両
親
に
か
わ
っ
て
、
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
（
養
育
者
）

が
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
手
当
で
「
児
童
」
と
は
、
18

歳
の
年
度
末
、
ま
た
は
20
歳
未
満
で

政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
が
い
の
あ

る
方
を
い
い
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

　

の
状
態
に
あ
り
、
障
害
年
金
の
加

　

算
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

　

で
な
い
児
童

⑤
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
遺
棄

　
（
連
絡
が
と
れ
ず
児
童
の
養
育
を

　

放
棄
し
て
い
る
こ
と
）
し
て
い
る

　

児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
拘
禁

　

さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
せ
ず
に
生
ま
れ
た
児
童

⑧
母
が
児
童
を
妊
娠
し
た
当
時
の

　

事
情
が
不
明
で
あ
る
児
童

※
た
だ
し
、
条
件
に
よ
っ
て
手
当

が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
担
当
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
手
当
の
支
給

　

受
給
資
格
者
（
ひ
と
り
親
家
庭

の
父
・
母
な
ど
）
が
監
護
・
養
育
す

る
児
童
の
数
や
受
給
資
格
者
の
所
得

な
ど
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま
す
。

※
受
給
資
格
者
本
人
・
同
一
住
所
地
の

扶
養
義
務
者
（
住
民
票
を
世
帯
分
離
し

て
い
る
場
合
も
含
む
）
の
所
得
が
、
所

得
制
限
額
以
上
に
な
る
と
全
部
支
給
停

止
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

支
給
額
は
、
上
記
表
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

※
児
童
扶
養
手
当
は
「
自
動
物
価
ス

ラ
イ
ド
制
」
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、

消
費
者
物
価
指
数
の
変
動
に
応
じ
手

当
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
23
年

度
の
手
当
額
は
、
消
費
者
物
価
指
数

の
下
落
に
応
じ
て
、
平
成
22
年
度
支

給
額
よ
り
０
・
４
％
引
き
下
げ
に
な

り
ま
し
た
。

◆
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
に

は
、
伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課
で
申
請

手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
当
の
支
給

は
、申
請
の
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

※
必
要
書
類
な
ど
す
べ
て
が
そ
ろ
っ

た
日
を
申
請
日
と
し
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

《
児
童
扶
養
手
当
と
は
》

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児

童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ
と
り
親

家
庭
な
ど
）
の
生
活
の
安
定
と
自
立

の
促
進
に
寄
与
し
、
児
童
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
こ
の
手
当

は
申
請
し
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

  　

 

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
６
４
）

問
申
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市
総
合
計
画
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
計
画
的
か
つ
安
定
的
な
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た

め
、
市
民
と
行
政
の
ま
ち
づ
く
り
の
行
動
指
針
と
な
る
「
総
合
計

画
新
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
新
基
本
計
画
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
市
民
の
参
加
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
開
か
れ
た
市
政

運
営
を
推
進
し
、
市
民
の
意
見
を
計
画
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
意
欲
を
持
っ
た
方
を
、「
総
合
計
画
審
議
会

委
員
」
と
し
て
募
集
し
ま
す
。

▼
職
務
＝
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
市

　

の
新
基
本
計
画
策
定
に
関
し
必
要

　

な
調
査
お
よ
び
審
議
を
行
い
、
意

　

見
を
取
り
ま
と
め
て
市
長
に
答
申

　

し
ま
す
。

▼
任
期
＝
市
長
へ
の
答
申
が
終
わ
る

　

ま
で
（
平
成
23
年
6
月
〜
平
成
24

　

年
3
月
を
予
定
）

▼
審
議
会
開
催
回
数
（
予
定
）
＝
4

　

回
程
度
（
※
第
１
回
を
6
月
中
〜

　

下
旬
頃
予
定
）

▼
報
酬
＝
審
議
会
に
出
席
し
た
際
に

　

市
の
規
定
に
よ
り
支
給
（
日
額
６

　

千
円
・
平
成
23
年
5
月
1
日
現
在
）

▼
募
集
人
数
＝
若
干
名

▼
応
募
資
格
＝
次
の
い
ず
れ
に
も
該

　

当
す
る
方

①
平
成
23
年
6
月
1
日
現
在
20
歳
以

　

上
で
、
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

②
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

③
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
審
議
会

　

に
出
席
可
能
な
方

▼
応
募
期
間
＝
6
月
6
日
㈪
ま
で

▼
応
募
方
法
＝
次
の
書
類
を
直
接
持

　

参
、
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
で
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

※
書
類
は
、
伊
奈
庁
舎
企
画
政
策
課

お
よ
び
伊
奈
・
谷
和
原
両
庁
舎
市
民

窓
口
課
に
設
置
、
ま
た
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

①
応
募
用
紙

②
作
文
（
８
０
０
字
程
度
）

※
テ
ー
マ
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
ま

ち
づ
く
り
」

　

  

伊
奈
庁
舎
企
画
政
策
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
２
）

問
身
近
な
み
ど
り
の
整
備
・
保
全

　
　
　
　
　

の
た
め
ご
提
案
く
だ
さ
い

　

住
民
の
身
近
な
安
ら
ぎ
の
場
や
美

し
い
景
観
の
維
持
な
ど
、
多
く
の
公

益
的
機
能
を
も
つ
平
地
林
や
里
山
林

が
開
発
や
管
理
放
棄
な
ど
に
よ
り
、

減
少
と
荒
廃
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
と
県
で
は
、
3
年
前
に

茨
城
県
が
導
入
し
た
「
森
林
湖
沼
環

境
税
」
を
活
用
し
、
森
林
所
有
者
や

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
提
案
を
受

け
、
自
然
体
験
活
動
を
行
う
た
め
の

森
林
の
整
備
ま
た
は
通
学
路
・
公
共

施
設
・
住
宅
団
地
周
辺
の
身
近
な
緑

の
維
持
・
保
全
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

整
備
の
条
件
と
し
て
、
市
と
森
林

所
有
者
な
ど
に
お
い
て
、
10
年
間
の

森
林
の
維
持
・
保
全
に
関
す
る
協
定

を
結
び
ま
す
。

　

身
近
な
み
ど
り
を
守
る
た
め
の
ご

提
案
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
  

谷
和
原
庁
舎
農
政
課　

☎
58
‐

２
１
１
１
（
内
線
８
１
５
３
）

問

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
７
月
24
日
正

午
か
ら
、
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
の
「
お
知

ら
せ
画
面
」
に
移
行
し
、
24
時
ま
で

に
は
す
べ
て
の
放
送
が
終
了
（
完
全

停
波
）
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ

れ
ま
で
の
間
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
視
聴
す
る
た
め
の
準
備
を
し
な

い
と
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る

た
め
に
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
の
受
信
機
と
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が

必
要
で
す
。
受
信
機
は
、
新
た
に
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を
購
入
す
る
ほ
か
、

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
取
り
付
け

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン

テ
ナ
は
、
新
た
に
設
置
・
調
整
な
ど

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
す

る
こ
と
に
よ
り
視
聴
す
る
方
法
も
あ

り
ま
す
。

　

共
同
ア
ン
テ
ナ
施
設
で
テ
レ
ビ
を

ご
覧
の
方
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め

の
施
設
改
修
が
必
要
で
す
。た
だ
し
、

ビ
ル
陰
な
ど
を
原
因
と
す
る
受
信
障

害
対
策
共
聴
施
設
で
テ
レ
ビ
を
ご
覧

の
方
は
、
受
信
障
害
が
解
消
さ
れ
る

場
合
に
は
ご
自
宅
に
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ

ナ
を
設
置
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

７
月
24
日
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
時

期
が
近
づ
く
に
従
い
、
ア
ン
テ
ナ
の

設
置
・
調
整
な
ど
の
工
事
が
集
中
し
、

同
日
ま
で
に
間
に
合
わ
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
限

り
早
め
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
デ
ジ
の
準
備
に
当
た

り
、「
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
方
や
「
テ
レ
ビ
を
買
っ

た
の
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で
き

な
い
」
と
い
う
方
に
は
、
デ
ジ
サ
ポ

（
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
）
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。
ま
ず

は
、デ
ジ
サ
ポ
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
対
応
で
き
な
い
世
帯

（
市
町
村
民
税
非
課
税
の
世
帯
な
ど
）

に
対
し
て
は
、
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の

無
償
給
付
な
ど
の
支
援
も
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
総
務
省
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

一
方
、
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も
７
月

24
日
に
終
了
し
ま
す
の
で
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ

タ
ル
放
送
へ
移
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

受
付
時
間
＝
平
日
…
午
前
９
時
〜
午

後
９
時
／
土
、
日
、
祝
日
…
午
前
９

時
〜
午
後
６
時

○
デ
ジ
サ
ポ
（
総
務
省 

テ
レ
ビ
受

信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）　http://

digisuppo.jp/　

デ
ジ
サ
ポ
茨
城 

☎
０
２
９
‐
３
０
７
‐
０
１
０
１

○
総
務
省　

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー　

http://w
w
w
.

chidejishien.jp/

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除

世
帯
へ
の
支
援
＝
☎
０
５
７
０
‐

０
３
３
８
４
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
４
‐

９
６
６
‐
８
７
１
９

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援

＝
☎
０
５
７
０
‐
０
２
３
７
２
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
３
‐
３
０
２
‐

０
２
８
４

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
２
カ
月
！

〜
総
務
省
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

市内の出来事
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優勝したイレブンスターズの皆さん

よ
り
便
利
に
、
よ
り
安
全
に
！

〜
小
張
バ
イ
パ
ス
一
部
区
間
開
通
〜

　市春季ソフトボール大会が４月10日、市総
合運動公園野球場および多目的広場で、７チー
ムが参加し開催されました。成績は次のとおり
です。
　優　勝　イレブンスターズ
　準優勝　クレージーズ
　第３位　フェニックス
　　　　　ＴＯＥＩ　

市春季ソフトボール大会

　

み
ら
い
平
地
区
と
小
張
地
区
を
結

ぶ
市
道
「
小
張
バ
イ
パ
ス
」
の
一
部

区
間
が
４
月
５
日
、開
通
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
張
小
学
校
の
児
童
や

伊
奈
第
二
保
育
所
の
園
児
ら
が
参
加

し
、
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
通
式
で
は
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
、

交
通
安
全
祈
願
を
し
た
後
、
片
庭
市

長
と
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
渡
り
初

め
を
し
て
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　

小
張
バ
イ
パ
ス
の
一
部
開
通
に
小

張
小
学
校
の
直な
お
い井
修し
ゅ
う
ぞ
う三
校
長
は
、

「
子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
登
校
が
確

保
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
い
。
安
心

し
て
登
校
で
き
る
の
が
一
番
。
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
今
日
の
開
通
を
喜

び
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
福
岡
堰
の
桜
が
満
開
と
な
り
、

多
く
の
花
見
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

約
１
・
８
㌖
の
桜
並
木
で
は
、シ
ー

ト
を
敷
き
食
事
を
取
り
な
が
ら
花
見

を
楽
し
む
方
や
、
手
を
つ
な
い
で
歩

く
カ
ッ
プ
ル
な
ど
、
皆
さ
ん
思
い
思

い
に
桜
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
、「
福
岡
堰
さ
く
ら
ま
つ
り
」
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
４
月
８
日
か

ら
12
日
ま
で
の
５
日
間
、
会
場
で
東

日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金
を
募
っ
た

と
こ
ろ
、
5
万
２
８
１
８
円
の
義
援

金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
義
援

金
は
、
茨
城
県
共
同
募
金
会
を
通
じ

小
貝
川
を
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り

〜
鯉
の
ぼ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

満
開
の
さ
く
ら
が
お
出
迎
え

て
被
災
地
に
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

お
は
な
し
隊
が
や
っ
て
き
た
♪

〜
こ
ど
も
読
書
週
間
〜

　
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
の
4
月
23

日
、
全
国
を
巡
回
し
て
人
気
の
講
談

社
「
お
は
な
し
隊
」
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
が
市
立
図
書
館
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
約
５
５
０
冊
の
絵
本
・

児
童
書
を
積
載
す
る
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
の
見
学
や
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
紙
芝
居
な
ど
の
お
は
な
し
会
が

行
わ
れ
、
来
館
し
た
子
ど
も
た
ち
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

おはなし会の様子

　

小
貝
川
の
岡
堰
堤
防
で
、
た
く
さ

ん
の
鯉
の
ぼ
り
を
大
空
い
っ
ぱ
い
に

泳
が
せ
る
イ
ベ
ン
ト
が
４
月
29
日
か

ら
５
月
５
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
多
く
の
家
族
連
れ
が

訪
れ
、
気
持
ち
よ
く
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り

を
見
た
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
、
響

き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
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▼
雇
用
期
間
＝
6
月
中
旬
か
ら
６
カ

　

月
間

▼
勤
務
日
＝
週
５
日
（
市
役
所
閉
庁

　

日
を
除
く
月
〜
金
曜
日
）

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
５
時
15
分

▼
勤
務
場
所
＝
谷
和
原
庁
舎
学
校
教

　

育
課

▼
時
給
＝
８
４
０
円

※
通
勤
手
当
別
途
支
給

▼
申
込
先
＝
担
当
課
に
電
話
連
絡
の

　

う
え
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を

　

提
出
（
郵
送
可
）

▼
申
込
期
限
＝
６
月
２
日
㈭
午
後
５

　

時
必
着

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

▼
面
接
試
験
＝
申
し
込
み
受
け
付
け

　

終
了
後
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

　

      

谷
和
原
庁
舎
学
校
教
育

課    

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線

８
２
０
３
）　

■
臨
時
職
員

◇
◇
学
校
教
育
課
◇
◇

▼
募
集
職
種
＝
事
務
職
員

▼
勤
務
内
容
＝
一
般
事
務

▼
募
集
人
員
＝
１
人

▼
応
募
資
格
＝
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
・

　

エ
ク
セ
ル
な
ど
）が
で
き
る
方
で
、

　

普
通
自
動
車
免
許
を
所
持
し
て
い

　

る
方

募

集

し

ま

す

募

集

し

ま

す

お知らせらせ
Information－ －

申 ･･･ 申し込み先 ･･･ 問い合わせ先問

臨
時
職
員
・
嘱
託

職
員
募
集

問
申

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

■
非
常
勤
特
別
職

◇
◇
児
童
福
祉
課
◇
◇

▼
募
集
職
種
＝
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
長

▼
勤
務
内
容
＝
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

に
お
け
る
事
務
一
般
お
よ
び
管
理

　

業
務

▼
募
集
人
員
＝
1
人

▼
雇
用
期
間
＝
７
月
1
日
〜
平
成
24

　

年
3
月
31
日

▼
勤
務
日
＝
月
〜
土
曜
日
の
内
3
日

　

勤
務

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
５
時
15
分

▼
勤
務
場
所
＝
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
絹
の
台
３
‐
1
‐
４
）

▼
報
酬
＝
月
額
９
万
８
０
０
０
円

※
通
勤
手
当
別
途
支
給

▼
申
込
先
＝
担
当
課
に
電
話
連
絡
の

　

う
え
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を

　

提
出
（
郵
送
可
）

▼
申
込
期
間
＝
５
月
23
日
㈪
〜
６
月

　

８
日
㈬　

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

▼
面
接
試
験
＝
申
し
込
み
受
け
付
け

　

終
了
後
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

　
　
　

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課　

☎ 

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
６
２
）

問
申

▼
日
時
＝
６
月
26
日
㈰　

午
前
８
時

　

30
分
受
付

▼
場
所
＝
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館

▼
種
目
＝
ダ
ブ
ル
ス
（
男
女
別
）

▼
ク
ラ
ス
＝
１
部
…
上
級
者
お
よ
び

　

中
級
者
の
上
、
２
部
…
高
校
生
お

　

よ
び
中
級
者
、
３
部
…
中
学
生
お

　

よ
び
初
級
者　

※
都
合
に
よ
り
ク

　

ラ
ス
分
け
変
更
の
場
合
あ
り

▼
資
格
＝
１
部
お
よ
び
２
部
は
オ
ー

　

プ
ン
参
加
、
３
部
は
市
内
在
住
・
在

　
市
夏
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

～道路の陥没、段差、路肩の崩れなどを見つけた時は、市建設課（☎58－2111内線8181 ～ 8186）までご連絡ください～

◆
◆
行
政
相
談
委
員
を
紹
介
し
ま
す
◆
◆

　

平
成
23
年
４
月
１
日
、
次
の
方
が

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

今い
ま
が
わ川　

和か
ず
ひ
ろ宏

さ
ん

筒
戸
１
７
４
９
‐
１

☎
52 

‐
２
５
２
５

相あ
い
じ
ま島　

宏
ひ
ろ
し
さ
ん

下
平
柳
８
２
８
‐
３

☎
58
‐
０
６
７
６

　

行
政
相
談
委
員
は
、「
め
ざ
そ
う

住
み
よ
い　

ま
ち
づ
く
り
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
行
政
に
関

す
る
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
、
そ
の

解
決
の
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
困
っ
て

い
る
こ
と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。
ご
相
談
は
、
無
料
・
秘

密
厳
守
で
す
。

　

な
お
、
行
政
相
談
の
日
程
・
会
場

な
ど
詳
し
く
は
18
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
行
政
相
談
は
、
よ
り
多
く
の
皆
さ

ん
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
地
域
を
巡
回
し
て
行
い
ま
す
。

実
施
日
程
・
会
場
な
ど
に
つ
い
て
は
、

広
報
紙
「
行
政
相
談
」
コ
ー
ナ
ー
で

毎
月
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

  

伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
０
１
）

問

。

情
報
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市
都
市
農
村
交
流
協
議

会
・
小こ
す
げ菅　

☎
０
９
０
‐
３
３
１
６

‐
０
５
３
９
、
ま
た
は
駒こ
ま
は
し橋　

☎

０
８
０
‐
１
２
３
７
‐
３
９
０
２　

 -m
ail　

t.kom
ahashi@

nifty.com

　

調
理
実
習
を
し
な
が
ら
健
康
食
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
肥
満
予
防
食
」
で
す
。
季
節

の
野
菜
を
う
ま
く
使
用
し
た
ヘ
ル

シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
22
日
㈬　

午
前
10
時

　

〜
午
後
１
時

▼
会
場
＝
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
メ
ニ
ュ
ー
＝
鶏
肉
の
ゴ
マ
焼
き
、

　

切
り
干
し
大
根
の
サ
ラ
ダ
、
き
の
こ

　

と
長
芋
の
バ
タ
ー
焼
き
、
み
そ
汁

▼
費
用
＝
２
０
０
円
／
人

▼
定
員
＝
20
人
（
申
し
込
み
多
数
の

　

場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
期
限
＝
６
月
６
日
㈪

　
　
　

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

事
務
局
（
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
25
‐
２
１
０
０

　

在
勤
者

▼
競
技
方
法
＝
ダ
ブ
ル
ス
（
組
み
合

　

わ
せ
は
主
催
者
決
定
、当
日
発
表
）

▼
参
加
費
＝
７
０
０
円
／
人
（
弁
当

　

代
含
む
）
※
当
日
集
金

▼
申
込
期
限
＝
６
月
11
日
㈯　

※
参

加
申
し
込
み
は
氏
名
、
住
所
、
年
齢

を
あ
わ
せ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
市
総

合
運
動
公
園
内
）
☎
58
‐
４
０
０
５

　

30
分
受
付

▼
場
所
＝
市
総
合
運
動
公
園
青
少
年

　

研
修
道
場

▼
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者

▼
部
門
＝
35
歳
以
下
の
部
、
36
歳
以

　

上
の
部　

※
参
加
者
数
に
よ
り
変
更
の
場
合
あ

り
。

▼
参
加
費
＝
１
０
０
０
円
／
人

▼
申
込
期
限
＝
６
月
25
日
㈯

        

市
体
育
協
会
剣
道
部
事
務

局
・
寺て
ら
だ田 

☎
０
９
０
‐
８
８
９
２
‐

９
６
３
７
、
ま
た
は
市
ス
ポ
ー
ツ
振

興
室
（
市
総
合
運
動
公
園
内
）
☎
58

‐
４
０
０
５

▼
プ
レ
ー
費
＝
１
万
４
０
０
０
円　

　
（
食
事
代
・
税
込
み
）

▼
参
加
費
＝
３
０
０
０
円
／
人
（
申

　

込
時
に
納
入
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
期
間
＝
６
月
１
日
㈬
〜
17
日
㈮

▼
募
集
人
員
＝
先
着
１
８
０
人

▼
申
し
込
み
方
法
＝
申
込
用
紙
に
参

　

加
費
を
添
え
て
、
市
商
工
会
谷
和
原

　

事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
同
事
務
所
に
あ
り

ま
す
。

　
　
　

市
商
工
会
谷
和
原
事
務
所（
古

川
１
４
８
３
）
☎
52
‐
４
３
３
１

　

 

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
市
総
合

運
動
公
園
内
）
☎
58
‐
４
０
０
５

▼
日
時
＝
７
月
４
日
㈪　

午
前
７
時

　

11
分
ス
タ
ー
ト
（
雨
天
決
行
）

▼
場
所
＝
筑
波
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

▼
競
技
方
法
＝
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー

　

ク
プ
レ
ー
（
新
ぺ
リ
ア
方
式
）

▼
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者

　
 

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

問
申

問

”守って！　電波のルール“６月１日～ 10日までは「電波利用環境保護周知啓発強化期間」

 
　安全で豊かな社会を実現するために、電波はルールを守り正しく使いましょう。総務省・関東総合通信局 　

問
申

問
申

▼
日
時
＝
７
月
３
日
㈰　

午
前
９
時

　

開
会
（
８
時
15
分
受
付
）

▼
場
所
＝
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館

▼
資
格
＝
16
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

問
申

　

 

市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
大
会

問
申

▼
日
時
＝
6
月
26
日
㈰   

午
前
８
時

市
社
会
人
交
流
剣
道
大
会

　

勤
者
に
限
る

▼
参
加
費
＝
中
学
生
お
よ
び
体
育
協

　

会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
員
…
９
０
０  

　

円
／
人
、
市
内
在
住
・
在
勤
・

　

在
学
者
…
１
１
０
０
円
／
人
、
そ

　

の
他
…
１
２
０
０
円
／
人

※
当
日
不
参
加
の
場
合
で
も
参
加
費

を
徴
収
し
ま
す
の
で
、
代
替
者
を
必

ず
た
て
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
６
月
17
日
㈮

　
　
　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
市
総

合
運
動
公
園
内
）
☎
58
‐
４
０
０
５

問
申

第
３
回　

第
３
回　

農
コ
ン

農
コ
ン
inin
つ
く
ば
み
ら
い

つ
く
ば
み
ら
い

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
都
市
農
村
交
流
協
議
会
で
は
、
都
市
農
村
交
流
や
地

域
活
性
化
に
興
味
が
あ
る
、
自
然
が
す
き
、
自
然
の
中
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
い
な
ど
、
自
然
に
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
男
女
が
気
楽
に
語
り
合
え
る
場
と

し
て
「
第
３
回
農
コ
ン
in
つ
く
ば
み
ら
い
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

☆
小
貝
川
を
手
漕
ぎ
の
小
舟
で
散
策

☆
昼
食
会

　

●
新
鮮
野
菜
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　

●
薪
で
ご
飯
炊
き
な
ど

☆
ゲ
ー
ム
、
歓
談

自
然
体
験
×
出
会
い
×
婚
活

▼
集
合
場
所
・
時
間
＝
つ
く
ば
エ
ク

　

ス
プ
レ
ス
「
み
ら
い
平
駅
」
午
前

　

10
時
10
分
集
合（
午
後
４
時
解
散
）

▼
主
会
場
＝
古
民
家
「
松
本
邸
」（
筒

　

戸
２
５
６
０
‐
１
）

▼
募
集
人
員
＝
男
女
各
15
人

▼
参
加
資
格
＝
20
歳
以
上
40
歳
代
ぐ

　

ら
い
ま
で
の
独
身
男
女　

※
男
女
比
は
多
少
前
後
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▼
参
加
費
＝
３
０
０
０
円

▼
持
ち
物
＝
着
替
え
、
帽
子
、
タ
オ
ル

▼
申
し
込
み
方
法
＝
電
話
、
ま
た
は

　

メ
ー 

ル
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
６
月
20
日
㈪
ま
で　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

７
月
３
日
㈰
開
催

E
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委
員
会
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会

事
務
局   

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線

８
１
２
０
〜
８
１
２
２
）

　

茨
城
県
保
険
医
協
会
で
は
、
歯
の

衛
生
週
間
（
６
月
４
日
〜
10
日
）
と

「
い
い
歯
デ
ー
」（
11
月
８
日
）
の

企
画
と
し
て
、歯
科
医
師
に
よ
る「
歯

の
何
で
も
電
話
相
談
」
を
開
設
し
ま

す
。

▼
日
時
＝
６
月
12
日
㈰　

午
後
２
時

　

〜
５
時

▼
相
談
内
容
＝
治
療
内
容
、
歯
の
健

　

康
相
談
、治
療
費
に
関
す
る
も
の
、

　

医
療
機
関
の
紹
介
な
ど

▼
相
談
電
話
番
号

☎
０
２
９
‐
８
２
３
‐
７
９
３
０

☎
０
２
９
‐
８
３
５
‐
０
７
３
７

▼
相
談
料
＝
無
料

     

茨
城
県
保
険
医
協
会  

☎
０
２
９

‐
８
２
３
‐
７
９
３
０

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
不
動
産
鑑
定

士
が
、
無
料
で
不
動
産
価
格
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

【
土
浦
会
場
】
茨
城
県
県
南
生
涯
学

   

習
セ
ン
タ
ー　
（
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
内
）

   

６
月
７
日
㈫　

午
前
9
時
30
分
〜

　

正
午

      

社
団
法
人
茨
城
県
不
動
産
鑑
定

士
協
会   

☎
０
２
９
‐
２
４
６
‐

１
２
２
２

問

　

６
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
６
月
10
日
㈮
〜
14
日
㈫

※
定
例
総
会
は
、
６
月
27
日
㈪
の
予

定
で
す
。

 　
　
　

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会

事
務
局　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線

８
１
２
０
〜
８
１
２
２
）

◆
農
地
の
埋
立
て
・
盛
土
の
ご
相
談

　

農
地
は
、
皆
さ
ん
の
食
生
活
を
支

え
る
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。

そ
こ
に
耕
作
に
適
さ
な
い
土
な
ど
を

入
れ
て
し
ま
う
と
復
元
が
困
難
に
な

り
、
地
域
農
業
に
と
っ
て
大
き
な
損

失
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

農
地
の
埋
立
て
や
盛
土
を
行
う
場

合
に
は
、
許
可
ま
た
は
協
議
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
行
為
を
す
る
前

に
必
ず
地
元
農
業
委
員
ま
た
は
農
業

お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

農
業
委
員
会
各
種
申
請

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
予
約
電
話　

☎
58
‐
５
５
５
２

▼
日
時
＝
６
月
16
日
㈭　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時 

▼
場
所
＝
常
陽
銀
行
伊
奈
支
店

　

   

常
陽
銀
行
年
金
セ
ン
タ
ー　

☎

０
２
９ 

‐
３
０
０
‐
２
８
４
４

常
陽
年
金
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

谷
和
原
郵
便
局

年
金
相
談

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
予
約
電
話　

☎
52
‐
６
９
１
１

▼
日
時
＝
６
月
19
日
㈰　

午
前
９
時

　

〜
午
後
４
時 

▼
場
所
＝
谷
和
原
郵
便
局

　

  

谷
和
原
郵
便   

☎
52 

‐
６
９
１
１

問

問 問

問   

歯
の
何
で
も
電
話
相
談

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
延

期
に
な
っ
て
い
た
相
談
会
を
、
次
の

問

国
家
公
務
員
Ⅲ
種

（
税
務
）
募
集

▼
受
験
資
格
＝
平
成
2
年
4
月
２
日

　

〜
平
成
6
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

▼
試
験
の
程
度
＝
高
等
学
校
卒
業
程  

　

度
▼
受
付
期
間
＝
6
月
21
日
㈫
〜
28
日

　

㈫
ま
で
（
土
、
日
曜
日
は
除
く
）

▼
第
1
次
試
験
（
教
養
試
験
、
適
性

　

試
験
お
よ
び
作
文
試
験
）
＝
9
月

　

4
日
㈰ 

▼
第
2
次
試
験
（
人
物
試
験
お
よ
び

　

身
体
検
査
）
＝
10
月
13
日
㈭
〜
20

　

日
㈭
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
日

▼
申
込
先
＝
人
事
院
関
東
事
務
局

  

（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新

　

都
心
1
番
地
1　

さ
い
た
ま
新
都

　

心
合
同
庁
舎
1
号
館
）
☎
０
４
８ 

‐
７
４
０
‐
２
０
０
６
〜
８

　

  

関
東
信
越
国
税
局･

人
事
第
二

課
試
験
係　

☎
０
４
８ 

‐
６
０
０
‐

３
１
１
１

　

市
で
は
、
農
業
の
生
産
性
の
向
上

お
よ
び
農
業
経
営
の
安
定
と
効
率
化

を
図
る
た
め
、
生
産
組
織
な
ど
が
行

う
農
機
具
お
よ
び
施
設
整
備
に
対

し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
場

合
は
、
農
政
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象
組
織
＝
農
家
３
人
以
上

　

で
組
織
さ
れ
て
い
る
農
業
生
産
組

　

織
で
、
生
産
調
整
を
達
成
し
て
い

　

る
こ
と
。

▼
補
助
率
＝
農
業
機
械
等
購
入
事
業

　

に
つ
い
て
は
総
事
業
費
の
30
％
以

　

内
、
農
業
生
産
施
設
整
備
事
業
に

　

つ
い
て
は
総
事
業
費
の
50
％
以
内

▼
申
請
期
限
＝
７
月
29
日
㈮
ま
で

 　
　
　

谷
和
原
庁
舎
農
政
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
５
７
）

市
単
機
械
・
施
設
整

備
事
業
費
補
助
金

中
途
失
聴
・
難
聴
者
の

た
め
の
手
話
講
習
会

　

聴
覚
障
が
い
が
あ
る
方
へ
の
手
話

講
習
会
（
初
級
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

要
約
筆
記
も
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
申

問
申

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

  

無
料
不
動
産
相
談
会
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小
さ
な
落
語
会
な
ら
で
は
の
臨
場

感
あ
ふ
れ
る
、
下
町
風
情
を
味
わ
う

落
語
会
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
出
演

　

前　

座　

三さ
ん
ゆ
う
て
い

遊
亭
た
い
好

　

ゲ
ス
ト　

春
し
ゅ
ん
ぷ
う
て
い

風
亭
美み

ゆ

き
由
紀
（
俗
曲
）

　

落
語
家　

三さ
ん
ゆ
う
て
い

遊
亭
円え

ん
ざ
え
も
ん

左
衛
門

▼
日
時
＝
６
月
19
日
㈰  

午
後
２
時

▼
会
場
＝
河
辺
宅
（
神
生
１
１
１
）

▼
料
金
＝
２
０
０
０
円
（
小
中
高
生

　

１
０
０
０
円
）

▼
申
し
込
み
定
員
＝
広
報
紙
を
ご
覧

　

に
な
っ
た
方
先
着
10
人

　
　
　

河か
わ
べ辺　

☎
58
‐
７
６
０
８

　

  

市
文
化
協
会
舞
踊
部
部
長
・
吉よ
し

田だ　

☎
52
‐
２
５
８
８

つ
く
ば
み
ら
い
消
防
署

　

普
通
救
命
講
習
会

　

け
が
や
病
気
な
ど
で
呼
吸
や
心
臓

が
停
止
し
て
し
ま
っ
た
人
の
手
当

は
、ま
さ
に
１
分
１
秒
を
争
い
ま
す
。

　

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
の
操
作
・
止
血
法

を
練
習
し
て
、
万
が
一
の
と
き
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料

で
す
。

　

ま
た
３
人
以
上
の
方
が
集
ま
れ

ば
、
随
時
開
催
し
ま
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
6
月
26
日
㈰　

午
前
9

　

時
〜
正
午

▼
会
場
＝
市
立
伊
奈
公
民
館

▼
対
象
者
＝
中
学
生
以
上

▼
定
員
＝
20
人

※
市
内
在
住
の
方
を
優
先

▼
内
容
＝
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

　

使
用
法
・
止
血
法

※
講
習
会
終
了
時
に
修
了
証
を
交
付

 　
　

  

つ
く
ば
み
ら
い
消
防
署
・
警

防
係　

☎
58
‐
０
１
１
１

▼
期
間
＝
６
月
11
日
〜
平
成
24
年
２

　

月
18
日
（
全
15
回
）
原
則
毎
月
第

　

２
・
４
土
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
場
・
定
員
＝
【
土
浦
会
場
】
土

　

浦
市
総
合
福
祉
会
館
（
ウ
ラ
ラ
２

　

ビ
ル
４
階
）・
15
人

▼
対
象
＝
茨
城
県
内
に
居
住
し
、
お

　

お
む
ね
18
歳
以
上
の
中
途
失
聴
・

　

難
聴
者
の
方
と
そ
の
家
族

▼
費
用
＝
テ
キ
ス
ト
代
実
費

▼
申
し
込
み
方
法
＝
は
が
き
ま
た
は

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、
住
所
・
氏
名
・
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
（
電
話
）
番
号
、
年
齢
を
ご
記

　

入
の
う
え
、
６
月
４
日
㈯
ま
で
に

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

 　

  

茨
城
県
立
聴
覚
障
害
者
セ
ン

タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
」
中
途
失
聴
・
難

聴
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
習

会
係
（
〒
３
１
０
‐
０
８
４
４  

水

戸
市
住
吉
町
３
４
９
‐
１
）　

☎

０
２
９
‐
２
４
８
‐
０
０
２
９　

Ｆ

Ａ
Ｘ
０
２
９
‐
２
４
７
‐
１
３
６
９

　

大
正
琴
は
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に

演
奏
で
き
る
楽
器
で
す
。
初
心
者
の

方
も
大
歓
迎
で
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。（
費
用
無
料
）

▼
会
場
＝
小
絹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

    

タ
ー

▼
日
時
＝
5
月
27
日
㈮
、
６
月
３
日

　

㈮
・
17
日
㈮　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　

  

土つ
ち
や屋  

☎
０
９
０
‐
７
２
８
４

‐
１
０
４
９

   

市
文
化
協
会
舞
踊
部
に
所
属
す
る

11
団
体
の
日
本
舞
踊
合
同
発
表
会

を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

40
曲
の
古
典
・
新
舞
踊
・
民
謡
の

舞
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
18
日
㈯　

午
前
10
時

　

開
演

▼
会
場
＝
き
ら
く
や
ま
世
代
ふ
れ
あ

　

い
の
館

▼
入
場
料
＝
無
料

原
子
力
災
害
被
災
者
の

方
々
に
対
す
る
東
京
電

力
か
ら
の
お
知
ら
せ

問

問
申

申
問

第
８
回
伊
奈
亭
落
語
会

　

三
遊
亭
円
楽
一
門
の
真
打
ち
を
招

い
て
、
落
語
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
が
ま
の
油
売
り
の
口
上
も

行
わ
れ
ま
す
。

問
申

介
護
者
家
族
会｢

か
る
が
も｣

   

介
護
者
家
族
会
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
、
介
護
経
験
者
や
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
で
す
。
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
10
日
㈮　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

▼
会
場
＝
伊
奈
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

　

  

伊
奈
庁
舎
介
護
福
祉
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
７
２
）

問

市
文
化
協
会
舞
踊
部

　
　

合
同
発
表
会

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
小
絹
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
休
館
し
た

た
た
め
中
止
し
ま
し
た
「
大
正
琴
を

楽
し
む
会
」
を
、
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

問
申

大
正
琴
を
楽
し
む
会

　
　

無
料
体
験

【
国
税
に
関
す
る
ご
相
談
な
ど
】

　

被
災
者
の
納
税
地
を
所
管
す
る
税

務
署
以
外
の
最
寄
り
の
税
務
署
で
お

受
け
し
ま
す
。

　

青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福

島
県
、
茨
城
県
の
納
税
者
の
方
は
、

国
税
に
関
す
る
申
告
・
納
付
な
ど
の

期
限
の
延
長
を
行
い
ま
し
た
。

【
還
付
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
】

　

す
で
に
申
告
を
行
っ
て
い
る
還
付

金
の
支
払
時
期
な
ど
の
確
認
を
さ
れ

る
場
合
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
納
税
証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て
】

　

最
寄
り
の
税
務
署
で
も
納
税
証
明

書
交
付
申
請
書
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
税
証
明
書
の
交
付
ま
で
多

少
の
日
数
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

土
浦
税
務
署
総
務
課 　

☎

０
２
９
‐
８
２
２
‐
１
１
０
０

   

こ
の
た
び
の
原
子
力
発
電
所
事
故

に
伴
い
、「
避
難
」「
屋
内
退
避
」「
計

画
的
避
難
区
域
」「
緊
急
時
避
難
準

備
区
域
」
が
指
示
さ
れ
た
地
域
に
お

住
ま
い
の
方
々
に
、
避
難
に
よ
る
損

害
へ
の
充
当
を
目
的
と
し
て
「
仮
払

補
償
金
」
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

  

東
京
電
力
福
島
原
子
力
補
償

相
談
室
【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
０
１
２
０
‐
９
２
６
‐
４
０
４     

h
ttp
://w

w
w
.tep

co
.co
.jp
/

ibaraki/index-j.htm
l 

東
日
本
大
震
災
の
被
害

を
受
け
て
避
難
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ま
へ

問
申

問

問 Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
ー
コ
ラ
ボ
グ
ル
メ

『
食
と
職
が
人
と

　
　

地
域
を
結
ぶ
』

　

常
総
青
年
会
議
所
で
は
、
常
総
エ

リ
ア
の
高
校
生
と
地
元
料
理
人
が
地

元
の
食
材
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を

共
に
企
画
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
Ｐ

Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
あ
る
風
評
被
害
を
払
拭

し
、
地
元
農
家
や
商
店
の
皆
さ
ん
に
元

気
を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
企
画
し
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
５
日
㈰  

午
前
11
時

　

〜
午
後
２
時 　

▼
会
場
＝
守
谷
駅
前
西
口
広
場

　

  

常
総
青
年
会
議
所
・
地
域
活

性
化
委
員
会　

齋さ
い
と
う藤　

☎
０
９
０
‐

４
１
７
９
‐
５
０
５
０

社
団
法
人　

常
総
青
年
会
議
所
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《
瓦
業
者
に
工
事
を
依
頼
す
る
場
合
の
注
意
点
》

１
．
会
社
名
・
住
所
・
連
絡
先
・
担
当
者
名
を
聞
く

２
．
見
積
書
を
も
ら
う

３
．「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
工
法
で
お
願
い
し
ま
す
」
と

　
　

言
う

※
平
成
12
年
の
建
築
基
準
法
の
改
訂
で
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
作
成
さ
れ
、
今
回
の
震
災
に
お
い
て
も
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
工
法
で
施
工
し
た
屋
根
は
、
被
害
が
少
な

い
と
の
報
告
が
業
界
に
あ
り
ま
し
た
。

　

で
き
る
だ
け
、
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
り
を
と
り

ま
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
価
格
を
比
較
し
、
作
業
内
容

を
確
認
し
て
か
ら
契
約
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

くらしのＱ＆ＡくらしのＱ＆Ａ
Ｑ

Ａ

震災後の屋根修理
震災で、屋根の瓦が破損しました。修理を
業者に依頼する場合に注意することはあり
ますか。（60代・女性）

問　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
谷
和
原
庁
舎
１
階
）　

　

☎
25
‐
３
２
８
８

    

あ
わ
て
ず

あ
わ
て
ず

　　

    　

複
数
の
見
積
書
を

　

複
数
の
見
積
書
を

　

過
去
の
震
災
時
に
、
全
国
の

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
、
震
災

に
便
乗
し
た
と
思
わ
れ
る
商
法

の
相
談
が
、
た
く
さ
ん
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

・「
屋
根
瓦
を
点
検
し
て
あ
げ
る
。」
と
業
者
が
訪

れ
た
の
で
見
て
も
ら
う
と
、
点
検
料
と
し
て
5
万

円
を
請
求
さ
れ
た
。

・「
当
社
と
修
理
契
約
を
す
れ
ば
、
行
政
か
ら
補

助
金
が
出
る
。」
と
勧
誘
さ
れ
契
約
を
し
た
が
、

嘘
だ
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
不
安
を
あ
お
ら
れ
、
高
価
格

で
修
理
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。

 じゃがいも掘り大会　　

                    
 ～市谷和原地域女性連絡協議会主催～  

▼日　時　　６月18日㈯　午前10時～正午
　　　　　　小雨決行、大雨の場合は翌日に延期
　　　　　　※品物がなくなり次第終了となります。
▼会　場　　つくばみらい市小島新田
▼内　容　　・じゃがいも掘り（１株200円）
　　　　　　・じゃがいも、おにぎり試食
　　　　　　・豚汁サービス
▼その他　　汚れてもいい服装、軍手やスコップなど
　　　　　　をご用意ください。
　　　　　　※駐車場スペースに限りがあります。ま
　　　　　　た、トイレはありませんので、ご了承く
　　　　　　ださい。
　　　　　　※今後の震災状況によっては中止となる
　　　　　　場合がありますのでご了承ください。（中
　　　　　　止のお知らせは市のホームページに掲載
　　　　　　します）

◆交通機関でお越しの方◆
みらい平駅から会場までは、
徒歩約20分です。

　問　・ＪＡ茨城みなみ　生活福祉課　☎ 58‐5118
　・谷和原庁舎農政課　☎58‐2111（内線8154）　掘って・食べて！初夏の恵を堪能！！

　　みらい平駅の近くで「じゃがいも掘り大会」を開催します。
　　　自分の手で収穫したじゃがいもは味も格別
　　　　皆さん、ふるってご参加ください。

TX
み
ら
い
平
駅

至
・
守
谷
市

至
・
つ
く
ば
市

至・ＴＸつくば駅

住宅地

コンビニ

住宅地

常
磐
自
動
車
道

ゴルフ場

ゴルフ場

P
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図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

 

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

　図書館休館日
　 ６月６日㈪    13日㈪
　　    20日㈪    27日㈪  
　　    30日㈭    　　　
    
　読み聞かせ会（虹の会）
         ６月11日㈯
         午後２時
         ３歳ぐらいから

　 おはなし会
         ６月25日㈯
         午後２時
         ３歳～ 7歳ぐらい
    
    開館時間
　    午前10時～午後５時

    
     図書館へのお問い合わせ

　   ☎ 58 - 3
みん

7
なの

1
としょ

0
かん

　図書館では、非常時に役立つ本、原発などの

エネルギー問題の本、節電に役立つ暮らしの本

などを集めた、地震・災害情報コーナーを特設

しました。

　コーナーに置いてある本を一部紹介します。

気になる本がありましたらぜひ手にとってくだ

さい。

■一般書
『危機に備える！災害・事故のニュースがよくわかる本』池

いけがみ

上 彰
あきら

 著 （講談社）
『いざというとき役立つ犬と猫のための災害サバイバル』香

かとり

取 章
あき こ

子 著（学研）
『「クリーン発電」がよくわかる本』山

やまもと

本 良
りょういち

一 監修（東京書籍）
『生協の白石さんとエコごはん』白

しらいし

石 昌
まさのり

則 著（ソニー・マガジンズ）など

開館時間を変更しています開館時間を変更しています

節電のため、９月末まで開館時間が　節電のため、９月末まで開館時間が　午前10時から午後５時　までになります。までになります。
皆さまのご理解とご協力をお願いします。皆さまのご理解とご協力をお願いします。

地震・災害に関する本を特設しています

　読みたい本が図書館にない…そんなときに利用していただきたいのがこのサービスです。

利用方法は、「よやく・とりよせ・すいせんカード」申込書を記入していただき、カウンター

にお持ちいただくと受け付けします。

予約・リクエストは３月までの１年間で、2,934点（本館）で、前の年
度よりも30％多く利用されています。

予約
（よやく）

貸出されている本などが戻り次第連絡します。
予約・とりよせをあわせて５点まで受け付けします。

リクエスト
（とりよせ
・すいせん）

（とりよせ）
ほかの図書館から本を借ります。
本がご用意できるまで１カ月程度かかることもあります。

（すいせん）
とりよせができない場合など、当館で購入を検討します。
本を購入できた場合、ご用意でき次第連絡します。購入で
きない場合も、連絡します。一度に５点まで受け付けします。

予約・リクエストサービス予約・リクエストサービス

■児童書
『科学で防災＆サバイバル大百科』夏

なつ

　緑
みどり

 著（童心社）
『子どもにできる応急手当』カレン・ブーラー・ゲイル 著（晶文社）など
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※健診などの詳しい内容は、「健康管理予定表」をご覧ください。

○子どもの健診・教室など

事業名 期　日 時　間 対　象
３～４カ月児健診  29日㈬ 午後１時～１時30分 平成23年３月生
１歳６カ月児健診  15日㈬ 午後１時～２時 平成21年11月生
２歳児歯科健診 ９日㈭ 午後１時～２時 平成21年５月生
３歳児健診  １日㈬ 午後１時～２時 平成20年４月生
プレママ教室(予約制)   ２日㈭ 午後１時15分～ 4時30分 妊　婦
離乳食教室(前半)   16日㈭

（予約制）
午後１時～２時 ５カ月～８カ月児向け

離乳食教室(後半) 午後２時30分～３時30分 ９カ月～ 12カ月児向け
ひよこ広場(ピヨピヨ組)※

７日㈫ 午前10時～ 11時30分
１カ月～８カ月児と保護者

ひよこ広場(コッコ組) ９カ月～12カ月児と保護者

会場：谷和原保健福祉センター

※ピヨピヨ組は、谷和原公民館が会場です。

日　　時 会　　場
移　    動
健康相談
（予約不要）

14日㈫
午前９時30分～ 11時30分 下小目公民館

保健カレンダー (６月）保健カレンダー (６月）
○相　談

期　日 時　間 会　　場

6日㈪
午前９時30分～正午 谷和原庁舎

午後１時30分～４時 ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱｸﾗﾓﾁ谷和原店

○献　血 ◆皆さまのご協力をお願いします◆

　
　

み
ら
い
健
診
①
の
お
知
ら
せ

み
ら
い
健
診
①
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
胃
が
ん
検
診
あ
り
、
予
約
制
）

（
胃
が
ん
検
診
あ
り
、
予
約
制
）

▼
実
施
日
・
会
場

　

・
７
月
７
日
㈭

　
　

谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

・
７
月
10
日
㈰　

　
　

伊
奈
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
＝
各
日
２
０
０
人

▼
健
診
日
当
日
の
受
付
時
間

　

①
午
前
７
時
〜
７
時
30
分

　

②
午
前
８
時
〜
８
時
30
分

　

③
午
前
９
時
〜
９
時
30
分

　

④
午
前
10
時
〜
10
時
30
分

○
市
で
実
施
し
て
い
る
が
ん
検
診

は
、
被
保
険
者
証
（
健
康
保
険
証
）

の
種
類
に
関
係
な
く
、
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
各
健
診
項
目
に
は
、
対
象
者
・
対

象
年
齢
・
自
己
負
担
額
な
ど
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

８
月
以
降
の
み
ら
い
健
診
日
程
な

ど
詳
し
く
は
、「
平
成
23
年
度
つ
く
ば

み
ら
い
市
健
康
管
理
予
定
表
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。　

　

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
は
健
診
受
診
か
ら
。
ご
自
身
の

健
康
の
た
め
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
　7/ 7㈭　7/ 7㈭
・・

　7/10㈰　7/10㈰
 

◆
み
ら
い
健
診
①
の
申
し
込
み
方
法
◆

●
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　　

▼
申
し
込
み
専
用
電
話

　
　

☎　

‐
２
９
８
３

   

ま
た
は

　

▼
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口　

    

※
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
み
受
け
付
け
可
能

●
申
込
期
間
＝
６
月
13
日
㈪
〜
17
日
㈮

　
　
　
　
　

          

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

※
申
込
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
定
員
に
な
り
次
第
受

 

け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

※
受
付
開
始
か
ら
30
分
は
、
電
話
が
集
中
し
、
大
変

か
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

に
っ
こ
り

つ    

く    

ば  

み
ら
い

25

　健康増進課（谷和原保健福祉センター内）
　 ☎ 25 - ２１００

　

麻
し
ん
（
は
し
か
）
お
よ
び
風
し

ん
は
、
感
染
力
が
大
変
強
い
感
染
症

で
す
。
自
分
が
感
染
し
な
い
だ
け
で

は
な
く
、
家
族
や
学
校
な
ど
周
囲
へ

の
感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に
も
、
予

防
接
種
は
有
効
で
す
。

　

特
に
１
〜
２
歳
は
麻
し
ん
（
は
し

か
）・
風
し
ん
に
か
か
る
可
能
性
が

高
い
の
で
、
１
歳
に
な
っ
た
ら
早
め

に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
近
年
10
代
、
20
代
の
年
齢

層
を
中
心
と
し
て
麻
し
ん（
は
し
か
）

麻
し
ん
（
は
し
か
）
が
流
行
し
て
い
ま
す
！

定
期
接
種
の
対
象
者
は
早
め
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

が
流
行
し
て
い
る
た
め
、
国
内
で
の

流
行
の
防
止
を
目
的
に
、
第
３
・
４

期
は
５
年
間
（
平
成
20
年
度
〜
平
成

24
年
度
）
の
期
間
限
定
の
措
置
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

１
歳
児
、
小
学
校
入
学
前
、
中
学
１

年
生
、
高
校
３
年
生
を
対
象
と
し
た
麻

し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
定
期

予
防
接
種
は
無
料
で
す
。
流
行
時
期
は

春
先
か
ら
夏
ご
ろ
ま
で
で
す
の
で
、
ま

だ
接
種
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
で
き
る

限
り
６
月
末
ま
で
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

● 

対　

象　

者

【
第
１
期
】
１
歳
か
ら
２
歳
未
満

【
第
２
期
】
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間

（
平
成
17
年
４
月
２
日
〜
平
成
18
年

４
月
１
日
生
）

【
第
３
期
】
中
学
１
年
生
に
相
当
す

る
１
年
間
（
平
成
10
年
４
月
２
日
〜

平
成
11
年
４
月
１
日
生
）

【
第
４
期
】
高
校
３
年
生
に
相
当

す
る
１
年
間
（
平
成
５
年
４
月

２
日
〜
平
成
６
年
４
月
１
日
生
）

※
予
防
接
種
の
協
力
医
療
機
関
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
予
防

接
種
）
や
健
康
管
理
予
定
表
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
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※
１  

健
康
増
進
室
利
用
講
習
会

●
対
象
者
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で
16
歳
以
上
の
方

●
定
員
＝
各
日
８
人
（
予
約
制
）

●
申
し
込
み
方
法
＝
電
話
ま
た
は
窓
口
で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。
申
し
込
み
は
本
人
、
家
族
の
み
で
す
。

※
２  

ミ
ニ
教
室

●
対
象
者
＝
健
康
増
進
室
利
用
講
習
会
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方

●
定
員
＝
各
日
20
人
（
予
約
制
・
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
申
し
込
み
方
法
＝
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。申
し
込
み
は
、

　

本
人
、
家
族
の
み
で
す
。（
都
合
に
よ
り
、
休
講
ま
た
は
変
更
す
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
）

《
申
込
期
間
》

《
申
込
期
間
》
5
月
26
日
㈭
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

月
〜
金
曜
日
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

 　
　
　

  
健
康
増
進
課　

☎
25
‐
２
１
０
０

 　

健
康
増
進
室
の
ご
利
用
案
内

　

●
火
〜
土
…
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　

●
日
曜
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
（
月
曜
日
休
室
）

　

●
料　

金
…
１
回
あ
た
り
１
０
０
円
（
免
除
制
度
あ
り
）

※
初
め
て
健
康
増
進
室
を
利
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に
「
健
康
増
進

　

室
利
用
講
習
会    

」
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

健
康
増
進
室

健
康
増
進
室

講習・教室 期  日 開始時間 使用料

健康増進室
利用講習会

（１時間30分程度）

    7日㈫  午前９時
無料  11日㈯  午後１時

 19日㈰  午後１時

ミ　

ニ　

教　

室

肩こり・
腰痛体操

（40分程度）

  １日㈬

 午前11時 100円
  ８日㈬
 15日㈬
 22日㈬

チューブ運動

（30分程度）

   ２日㈭

 午前11時 100円
  ９日㈭
 16日㈭
 23日㈭

バランスボール

（１時間程度）

  ３日㈮

 午前11時 100円
 10日㈮
 17日㈮
 24日㈮

【６月スケジュール】

※１

※２

申

◎ミニ教室の使用料には、健康増進室使用料を含みます。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
骨
量
が
減
少

し
、
骨
折
し
や
す
く
な
っ
た
状
態
の

こ
と
で
、
骨
折
な
ど
の
リ
ス
ク
を
高

く
し
、
高
齢
期
の
活
動
を
低
下
さ
せ

る
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
に
多
い
病
気
と
思
わ
れ
が

骨骨
粗
し
ょ
う
症
を

粗
し
ょ
う
症
を

　
　
　
　

予
防
予
防
す
る
た
め
に

す
る
た
め
に      

　

一
度
低
下
し
た
骨
量
を
回
復

さ
せ
る
の
は
非
常
に
困
難
で
す

の
で
、
骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防

す
る
た
め
に
は
、
日
々
の
生
活

の
中
で
骨
骨
（
コ
ツ
コ
ツ
）
と

骨
量
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

何
よ
り
大
切
で
す
。

　

市
で
は
骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、

管
理
栄
養
士
か
ら
の
講
話
、
健

康
運
動
指
導
士
に
よ
る
実
技
に

加
え
、
骨
密
度
測
定
も
実
施
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ご
自
分

の
骨
量
を
知
り
、
生
活
習
慣
を

見
直
し
ま
し
ょ
う
。

問
申

【骨粗しょう症予防教室の日程】

　

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は

　

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は

健
康
増
進
課　

☎ 

25 - 

２
１
０
０

あなたの 　　　　　　
　　　　　    は大丈夫？

骨骨

～骨粗しょう症予防教室のお知らせ～

ち
で
す
が
、
最
近
で
は
、
運
動

不
足
、
偏
食
や
過
度
の
飲
酒
、

喫
煙
な
ど
で
、
比
較
的
若
い
世

代
で
も
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予

備
軍
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

実施日 時　間 会　場 申込期間 申込受付時間・定 員

 ６月30日㈭

午後0時30分～ 4時

伊奈公民館 ５月30日㈪～６月29日㈬ ・申込受付時間
　午前8時30分～午後5時15分
　※土・日・祝日を除く

・定員　各日40 人　　
（定員となり次第締め切り）　

 10月６日㈭ 谷和原公民館 ９月６日㈫～10月５日㈬

平成24年
２月16日㈭

伊奈公民館
平成24年
１月16日㈪～２月15日㈬

　　　　　●内容　　   ・骨密度測定（負担額　200円）
　　　　　　　 　  　   ・骨密度測定の結果の見方＜保健師＞
　　　　     　　   　　   ・骨粗しょう症予防のための講話＜管理栄養士＞
　　　　      　　 　　    ・骨粗しょう症予防のための運動（講話・実技）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜村上　智数　健康運動指導士＞
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　市消費生活センターでは、消費生活に関する苦情や問い
合わせを、専門の相談員が受け付けています。消費生活に
ついてのトラブルに巻き込まれたり、迷ったりしたときに
は、お気軽にご相談ください。
　
　日　時　毎週月～金曜日  午前９時～正午、午後１時～４時30分
　　　　　※祝日・年末年始は除く
　場　所　市消費生活センター（谷和原庁舎１階）
　　        　☎ 25 - 3288（センター直通）
　　　　　℻   57 - 2288 

　

谷 和 原 庁 舎              ５日・19日

伊 奈 庁 舎            12日・26日

 開庁時間：午前８時30分から正午まで
業務内容：窓口業務の一部（下記のとおり）
 【税務関係】　
　納税証明書、所得証明書、評価証明書、軽自動車
　車検用納税証明書などの発行
　市税、各種使用料および手数料など（納付書持参
　の場合のみ）の収納

【住民関係】

　 戸籍謄本・抄本、住民票の写し、身分証明書、印
　 鑑登録および印鑑証明書などの発行
 ※住民票の異動（転入・転出など）および、外国人
     の登録・証明書発行などの手続きはできません。
 
問い合わせ先：市民窓口課　☎58‐2111
　 伊奈庁舎　　（内線1111 ～ 1115）
　 谷和原庁舎　（内線8110 ～ 8114）

 

　     
    ◎法律相談（弁）（司）
　　弁護士・司法書士による相談（要予約）午後１時～４時
　◎心配ごと相談
　　相談員による相談　午後１時～３時

　　予約・問い合わせ先
  　　 ㈳つくばみらい市社会福祉協議会（すこやか福祉館内）　
　　　☎ 57 - 0123

市社会福祉協議会心配ごと相談（６月）

行　政　相　談（６月）

教　育　相　談（６月）　
　家庭教育や子育てに関すること・不登校・友人関係・
受験・カウンセリングなど何でも結構ですのでご利用く
ださい。来所相談のほか、電話相談も受け付けています。
　                ●伊奈公民館
　　　           日　時　毎週水曜日
　　　　　    午前９時～午後５時
　　　　　    ☎ 57 - 0983（相談室直通）
　　
                    ●小絹コミュニティセンター
　　　           日　時　毎週火曜日　　　
　　　 　　   午前９時～午後５時
　　　　　    ☎ 52 - 7566（相談室直通）

          　　
                      ●相談員　羽

は

田
た

　暁
さとる

　さん

　毎日の暮らしの中で、例えば「道路の案内標識が見えにく
い」「郵便ポストが近くにない」など、困っていることはあ
りませんか？ こんなとき、行政相談委員にご相談ください。
　日　　時　６月16日(木)
　　　　　　午後１時30分～３時30分
　場　　所　きらくやま　すこやか福祉館　生活相談室
　　また、随時相談を受け付けています。
　　問い合わせ先　行政相談委員　
　　今

いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎52 - 2525　筒戸1749 - 1
　　相

あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎58 - 0676　下平柳828 - 3

　  ６月 ７日㈫   法律相談(弁)…谷和原保健福祉センター
             14日㈫　法律相談(弁)…すこやか福祉館 
　　　  15日㈬   心配ごと相談…谷和原保健福祉センター
                〃　　 心配ごと相談…すこやか福祉館  
             21日㈫　法律相談(弁)…谷和原保健福祉センター             
　　　  28日㈫　法律相談(弁)…すこやか福祉館   

 日曜日開庁のお知らせ（６月）

消 費 生 活 相 談

   
    休日当番病院（６月）

日 病　院　名 所在地 連　絡　先

５日㈰ 取 手 医 師 会 病 院 取手市 0297-78-6111

12日㈰ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311

19日㈰ 水 海 道 さ く ら 病 院 常総市 0297-23-2223

26日㈰ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333

　　小児科救急当番病院（６月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総 合 守 谷 第 一 病 院 守谷市 0297-45-5111

水曜日以外 ＪＡとりで総合医療センター 取手市 0297-74-5551

                                 

　   　　　　　くみとり
業　者　名 指 定 地 区 

㈱シイナクリーン
0297-58-3566

旧谷和原全域
小張・豊・谷井田・三島（戸茂・戸崎・   
根柄を除く）
板橋（高岡）・東（東栗山・城中）

関　東　商　事  ㈱
029- 836-3007

板橋（高岡を除く）
東（足高）三島（戸茂・戸崎・根柄）

   

人　権　相　談（６月）
　家庭内の問題、いじめ、セクハラ、近隣関係、相続な
ど、心配ごとや困っていることがありましたら、お気軽
にご相談ください。プライバシーは厳守されます。

●谷和原保健福祉センター
日　時　６月８日㈬　午前10時～正午
●板橋コミュニティセンター
日　時　７月６日㈬　午前10時～正午
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～水道工事は市指定給水装置工事事業者へ～　

水道工事（新設・改造・修繕など）は、市の指定を受けた給水装置工事事業者でな
ければ行うことができませんので、工事の際は指定を受けた事業者に依頼してください。
　市内の指定給水装置工事事業者は下記のとおりです。また、市外の事業者を知りた
い場合は別途お問い合せください。
　なお、市ホームページにも一覧が掲載されています。
（トップページ→上下水道→水道の漏水と修理について→市指定給水装置工事事業者）
　　　　　　　　　　　　　                                     

 水道課　 　52 - 6100
 

工事業者名 所在地 電話番号 工事業者名 所在地 電話番号

㈱赤塚土木興業 長渡呂256 58 - 6213 ㈱豊島産業 川崎213-3 52 - 3335

伊奈工業㈱ 城中359 58 - 6168 ㈱直井造園土木 日川571 52 - 2600

いなほ工業㈱ 上島848 58 - 0382 成島建設㈱ 板橋3101 58 - 1131

㈲大久保水道工業 上島824 58 - 8177 成建工業㈱ 板橋3022-7 58 - 8613

オービー建設㈱ 谷井田750-1 47 - 7000 浜野商事㈱ 伊丹161 58 - 2416

㈲片見設備工業 福岡1425-1 52 - 5804 原信田建設㈱ 板橋1783 58 - 0018

㈲川口商事 鬼長526-1 52 - 3286 常陸管工 上長沼617 52 - 5579

久下設備 城中55 58 - 0418 ヒタチ緑化㈱ 筒戸103 52 - 3251

㈲坂本設備工業 豊体番外3号 58 - 0070 ㈲福新設備工業 台198 52 - 5011

常総土木工業㈱ 福岡1383-1 52 - 5357 ㈱武平 福原188 57- 0600

常栄エンジニアリング㈱ 田村450 52 - 7633 ㈲文倉建設 鬼長1231-2 52 - 5622

㈱新みらい 絹の台2-2-3 34 - 1088 松本工業㈱ 板橋2536 58 - 2187

㈱誠勝 筒戸1987-11 20 - 5470 ㈲丸斉建設 真木106 52 - 2627

関建設㈱ 上島168-2 58 - 2138 谷口設備工業 真木67-1 52 - 2619

塚本建設工業㈱ 東楢戸980-1 52 - 3681 ㈱山田組 城中952 58 - 2351

㈱寺田興業 南927-2 52 - 5809 谷原建設㈱ 下長沼118-1 52 - 2298

常磐興業㈱ 筒戸3178 52 - 2203 吉田設備 樛木45-3 52 - 5830

問  ☎  ＜給水装置工事事業者一覧＞

・

　　

火災・救急統計
●火災

　建 物

　車 両

　そ の 他

　 計

●救急

　交通事故

　急　　病

　そ の 他

　 計

4月分

0件

　1件

0件

1件

　4月分

11件

85件

　23件

119件

23年分

1件

　1件

0件

2件

23年分

71件

306件

　103件

480件

６月の納税など

上下水道料金の期限内納付にご協力ください
     　　　　  料金のお支払いには、便利な口座振替をぜひご利用ください。
　　　　  取扱金融機関などにつきましては、水道課までお問い合わせください。

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

市
長
4
月
の
動
静
（
4
月
1
日
〜
30 

日
）

こ
こ
で
は
、市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報
公
開
し
ま
す
。

１
日
㈮
＝
市
職
員
異
動
辞
令
交
付
式
、
生
活
保
護
嘱
託
医
等

　
　
　
　

委
嘱
状
交
付
式
、
新
規
採
用
職
員
へ
の
講
話

５
日
㈫
＝
保
育
所
入
所
式
、
市
道
小
張
バ
イ
パ
ス
開
通
式

６
日
㈬
＝
中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
訪
問
、
常
総
広
域

　
　
　
　

消
防
緊
急
救
助
隊
の
帰
還
出
迎
え

７
日
㈭
＝
小
学
校
入
学
式
、
中
学
校
入
学
式

９
日
㈯
＝
市
消
防
団
幹
部
会
議

10
日
㈰
＝
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
市
行
政
協
力
員
会
議

11
日
㈪
＝
幼
稚
園
入
園
式
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
・
谷
和
原

　
　
　
　

事
務
所
長
来
訪

12
日
㈫
＝
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
臨
時
職
員
任
用
式

13
日
㈬
＝
臨
時
庁
議

14
日
㈭
＝
臨
時
庁
議

17
日
㈰
＝
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
、
谷
原
西
部
地
区

　
　
　
　

県
営
ほ
場
整
備
事
業
竣
工
祝
賀
会

18
日
㈪
＝
福
岡
堰
灌
漑
用
排
水
の
安
全
祈
願

20
日
㈬
＝
補
正
予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ

21
日
㈭
＝
つ
く
ば
地
区
保
護
司
会
総
会

22
日
㈮
＝
市
教
育
関
係
四
者
合
同
歓
送
迎
会

23
日
㈯
＝
茨
城
み
な
み
農
業
協
同
組
合
通
常
総
代
会

24
日
㈰
＝
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
総
会

26
日
㈫
＝
関
東
財
務
局
総
務
部
長
お
よ
び
水
戸
財
務
事
務
所

　
　
　
　

長
来
訪

27
日
㈬
＝
市
議
会
臨
時
会
、
全
税
共
地
域
文
化
賞
‐
Ｃ
Ａ
Ｔ

　
　
　
　

Ａ
賞
授
賞
式

28
日
㈭
＝
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
管
理
者
会
、
市
青
少

　
　
　
　

年
育
成
市
民
会
議
運
営
委
員
会

29
日
㈮
＝
第
６
回
鯉
の
ぼ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
　
　
　

セ
レ
モ
ニ
ー

30
日
㈯
＝
谷
和
原
み
つ
ば
部
会
総
会

市 県 民 税　　　第 １ 期

介 護 保 険 料　　　第 ２ 期

保 育 料　　　６ 月 分

児 童 ク ラ ブ　　　６ 月 分

上 下 水 道 料　　　４ 月 分

下水道受益者負担金　　　第 １ 期

下水道使用料※(取)　　　３ 月 分

住 宅 使 用 料　　　６ 月 分

地 代　         ６ 月 分

   ☆納期限は
　　　　６月３０日㈭です。

　※(取)：取手地方広域下水道組合
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スポーツの楽しさ、再発見！スポーツの楽しさ、再発見！

つくばみらい市体育協会特集つくばみらい市体育協会特集

問 　　　スポーツ振興室
　　　☎ 58- 4005

一生懸命！ 柔道部柔道部

練習場所 対象 練習日 活動内容 問合せ先

谷和原武道館
幼年～一般社会人まで
（小学生・中学生が主体）

水曜日　午後７時～９時30分
金曜日　午後７時～９時30分
土曜日　午後４時～７時30分
※金曜日は指定選手のみ

年間約10大会に出場
合同練習・合宿・キャンプなど

大
お お く ぼ

久保　章
あきら

　　　　
☎52－５２１８
市スポーツ振興室 　
☎58－４００５　

　市体育協会柔道部では、現在幼年

から一般の方まで40人ほどが、谷和

原武道館において厳しい稽古に励ん

でいます。創部以来32年、主に小学

生を対象に活動してきました。今で

は、その卒業生たちが指導員として

後輩たちの指導にあたっています。

　ここ数年は、金メダリストを輩出

している近隣の強豪チームにも引け

を取らないくらいになり、谷和原柔

道部からもオリンピック選手をとい

うのが指導員たちの目標です。しか

し、いくら柔道が強くても礼儀が伴

わなければ意味がありません。子ど

もたちにはまず『礼に始まり礼に終

わる』という柔道の基本精神から学

ばせています。

　練習は厳しいですが、みんな柔道

が大好きです。参加をお待ちしてお

ります。

※現在は夜間の練習が難しいため、変則で土・日の午前か午後に行っています。


